
番号１４　富山北部高等学校

４
・
５

６
・
７

９
・
10

11
・
12

１
・
２
・
３

・顕微鏡の扱い方
・ミクロメーターの使い方
・タマネギの表皮細胞の大きさを測定し、
計算する。

・一般細菌数試験
・空中落下細菌数試験

２学年になって使用する塩酸、酢酸、硫
酸、酢酸、水酸化ナトリウム水溶液を調製
する。

・Ag＋、Pb2+が含まれる混合試料溶液を分析
する。
・未知試料が何であるか、分析する。

試薬の調製

第一属イオンの分析

・顕微鏡の使い方につ
いて理解できる。
・ミクロメーターの使
い方を理解できる。
・ミクロメーターの使
い方を習得し、計算が
できる。

・微生物実験の特徴を
理解できる。
・滅菌法、培地作成、
サンプリング方法を身
に付けている。

・顕微鏡の使い方つい
て、レポートにまとめ
ることができる。
・ミクロメーターの使
い方ついて、レポート
にまとめることができ
る。
・タマネギの表皮細胞
の大きさを測定し、レ
ポートにまとめること
ができる。
・微生物実験につい
て、レポートにまとめ
ることができる。

・きまりや注意事項を
守り、安全に気を配
り、積極的に実習に取
り組むことができる。
・実験途中の記録や、
期限内にレポートの提
出ができる。

・決められた濃度、量
の酸、アルカリ溶液を
計算し、正しく調製す
ることができる。
・フローチャートを理
解し、順序追って実習
することができる。
・第一属イオンの性質
について理解できる。

・試薬の調製につい
て、レポートにまとめ
ることができる。
・第一属イオンの分析
について、レポートに
まとめることができ
る。
・未知試料が何である
か、説明することがで
きる。

・きまりや注意事項を
守り、安全に気を配
り、積極的に実習に取
り組むことができる。
・実験途中の記録や、
期限内にレポートの提
出ができる。

・酸・アルカリを取り
扱う際の注意点を身に
つけている。
・酸・アルカリの性質
について理解できる。
・塩の加水分解につい
て理解できる。
・中和について理解で
きる。
・中和点を見極めるこ
とができる。
・中和滴定曲線を書く
ことができる。

・酸・アルカリの性質
について、レポートに
まとめることができ
る。
・塩の加水分解につい
て、レポートにまとめ
ることができる。
・中和について、レ
ポートにまとめること
ができる。

・きまりや注意事項を
守り、安全に気を配
り、積極的に実習に取
り組むことができる。
・実験途中の記録や、
期限内にレポートの提
出ができる。

よく使用される酸･アル
カリ

塩の加水分解

中和滴定曲線

・よく使用される酸・アルカリの性質を調
べる。

・塩から酸、塩基を遊離させる。
・pHと指示薬の色の変化を観察する。
・中和滴定曲線を作成させる。

工業技術基礎
（富山北部高校
工業科テキスト）

・実習で使う実習器具の名称や取り扱い方を学び、正しい操作法を身につける。

・きまりや注意事項を守り、安全に気を配り、積極的に実習に取り組む姿勢を養う。

・実習でよく使う試薬の性質を知り、安全に配慮しながら、正しく取り扱い実験できる。

・顕微鏡を正しい操作法を身につけ、観察することができる。
・定性分析の手順を学び、実験結果を正しく処理し、未知試料の成分を知ることができる。

知識・技術 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組

む態度

評価方法

学　習　内　容単　元

・ガラス器具の特徴や
洗浄方法についてレ
ポートにまとめること
ができる。

・ガスバーナーの構造
についてレポートにま
とめることができる。

・きまりや注意事項を
守り、安全に気を配
り、積極的に実習に取
り組むことができる。
・実験途中の記録や、
期限内にレポートの提
出ができる。

・火気の使用に際し、
怪我や火災に注意する
ことができる。
・ガラス管の切断と加
工ができる。
・ろ紙の折り方、ろ過
の仕方を身に付けてい
る。
・天秤のしくみを理解
し、正しく質量を測定
できる。
・メニスカスを正しく
読むことができる。

・スポイドの作成につ
いて、レポートにまと
めることができる。

・ろ過の原理・方法に
ついて、レポートにま
とめることができる。
・天秤・液量計の使い
方ついて、レポートに
まとめることができ
る。

・きまりや注意事項を
守り、安全に気を配
り、積極的に実習に取
り組むことができる。
・実験途中の記録や、
期限内にレポートの提
出ができる。

・ガラス管の切断と加工

・ろ紙の折り方を紹介し、練習する。
・四つ折りを使ったろ過を比較する。

・自動上皿天秤の使い方
・液量計の種類と目盛りの読み方

使用教材教科書単位数対象学科・学年

顕微鏡
ミクロメーターの計算

微生物実験

・身なりを整え、安全
に実習に取り組むこと
ができる。
・ガラス器具の名称や
正しい操作方法を身に
つけている。

・火気の使用に際し、
怪我や火災に注意する
ことができる。
・ガラス棒の切断と加
工ができる。

・実験を行うに当たり諸注意、安全指導
・レポートの書き方

・実験器具の名称
・ガラス器具の洗い方

・ガスバーナーの構造と使用方法
・ガラス棒の切断と加工

実習を行うにあたって
の心構え
レポートの書き方
ガラス器具の洗浄

ガスバーナーの使い方

撹拌棒の製作

スポイドの製作

ろ過

天秤の使い方
液量計の使い方

科目の概
要と目標

教科・科目

工業・工業技術基礎
くすり・バイオ科

1年
2

月

工業技術基礎
（実教出版）
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印刷

 ＰＯＩＮＴによるスライ
ドの作成
・ＰＯＷＥＲ ＰＯＩＮＴを用いたイン

パクトのあるプレゼンテーション発表

プレゼンテーション
ソフト

・グラフの作成をすること
ができる。
・データベース機能を使う
ことができる。

・既習した内容も含
めて、自己の課題を
言葉で他者に伝える
ことができる。

・自主的に学習に取り組み、周
りの人と互いに助け合うことが
できる。
・授業内容について意欲的に実
践しようとする。

によるスライドを作成する
ことができる。
・ＰＯＷＥＲ ＰＯＩＮＴ
を用いて、インパクトのあ
るプレゼンテーション発表
をすることができる。

・既習した内容も含
めて、自己の課題を
言葉で他者に伝える
ことができる。

・自主的に学習に取り組み、周
りの人と互いに助け合うことが
できる。
・授業内容について意欲的に実
践しようとする。

・集計表を作成することが
できる。

・インターネットの仕組み
や接続方法、その利用につ
いて身に付けることができ
る。

・既習した内容も含
めて、自己の課題を
言葉で他者に伝える
ことができる。

・自主的に学習に取り組み、周
りの人と互いに助け合うことが
できる。
・授業内容について意欲的に実
践しようとする。

表計算ソフト①

インターネット

作成、印刷、データベース機能につい
て

・インターネットの仕組みや接続方
法、その利用について

全工ﾊﾟｿｺﾝ利用技術検定試験演習問題集
(全工高等学校長協会)

ワードプロセッサーＷＯＲＤを用いて、ビジネス文章を作成できるようにする。
表計算ソフトＥＸＣＥＬを用いて、データ処理ができるようにする。
インターネットを活用できるようにする。

パワーポイントＰＯＷＥＲ ＰＯＩＮＴを用いて、プレゼンテーションを行えるようにする。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

学　習　内　容単　元

・自己の課題を言葉
で他者に伝えること
ができる。

・自主的に学習に取り組み、周
りの人と互いに助け合うことが
できる。
・授業内容について意欲的に実
践しようとする。

・ビジネス文章の作成をす
ることができる。

・２進数、１６進数につい
て、演算と変換の仕方を理
解することができる。
・基本演算方法を理解する
ことができる。

・既習した内容も含
めて、自己の課題を
言葉で他者に伝える
ことができる。

・自主的に学習に取り組み、周
りの人と互いに助け合うことが
できる。
・授業内容について意欲的に実
践しようとする。

・ＷＯＲＤを用いた表や図を挿入した
文章の作成

・データの演算と変換法

使用教材教科書単位数対象学科・学年

表計算ソフト②

・ＯＳの役割やソフトウェ
アについて理解することが
できる。
・ビジネス文章の作成をす
ることができる。

・ワープロソフトの構成やキーボード
操作、文章のページ設定、ページレイ
アウトについて
・コンピュータのハードウェアの基本
構成について

割、ＯＳの基本操作について

文章の作成

ワープロ関連知識
ＯＳの基本
パソコンの基礎①

パソコンの基礎②

データの表し方

科目の概要と目標

教科・科目

工業・工業情報数理
くすり・バイオ科

１年
2

月

工業情報数理
(実教出版)
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教科・科目 対象学科・学年 単位数 教 科 書 使 用 教 材 

工業 

課題研究 

工業科 

３年 
３ なし なし 

 

科目の概要と目標 

 

身近な疑問に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決に向けて意欲的に取り組

む能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

月 単 元 学 習 内 容 

評価方法 

知識 

技能 
思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 
テーマ 
計画 
内容の検討 

３～４人の編成班編成を行い、班ごと
にテーマ、計画、内容を検討する。 

・テーマ設定に必要な知識を理解でき
る。 

 

・テーマを設定するために現状の問題
点や研究の展望を説明できる。 

・調べて理解した内容をレポートに分
かりやすくまとめることができる。 

・テーマについて関心を持って、学
習に取り組むことができる。 

・仲間と協力して取り組むことがで
きる。 

・期限内にレポートを提出できる。 
 

５ 
テーマ 
計画 
内容の検討 

３～４人の編成班編成を行い、班ごと
にテーマ、計画、内容を検討する。 

・テーマ設定に必要な知識を理解でき
る。 

 

・テーマを設定するために現状の問題
点や研究の展望を説明できる。 

・調べて理解した内容をレポートに分
かりやすくまとめることができる。 

・テーマについて関心を持って、学
習に取り組むことができる。 

・仲間と協力して取り組むことがで
きる。 

・期限内にレポートを提出できる。 
 

６ 

 
実験、研究 計画に基づく実験、研究を行う。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・実験して得られた内容をレポートに
分かりやすくまとめることができ
る。 

・実験の結果を考察できる。 
・考察した内容をもとに次回に向けて
実験計画を立てることができる。 

 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・期限内にレポートを提出できる。 

７ 実験、研究 計画に基づく実験、研究を行う。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・実験して得られた内容をレポートに
分かりやすくまとめることができ
る。 

・実験の結果を考察できる。 
・考察した内容をもとに次回に向けて
実験計画を立てることができる。 

 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・期限内にレポートを提出できる。 

９ 実験、研究 計画に基づく実験、研究を行う。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・実験して得られた内容をレポートに
分かりやすくまとめることができ
る。 

・実験の結果を考察できる。 
・考察した内容をもとに次回に向けて
実験計画を立てることができる。 

 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・期限内にレポートを提出できる。 

10 実験、研究 計画に基づく実験、研究を行う。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・実験して得られた内容をレポートに
分かりやすくまとめることができ
る。 

・実験の結果を考察できる。 
・考察した内容をもとに次回に向けて
実験計画を立てることができる。 

 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・期限内にレポートを提出できる。 

11 

 
実験、研究 

実験結果をもとに再度方向づけを行

い、追加実験等を行い、実験結果を整

理する。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・研究結果をもとに、再度方向付けを行
い、不足している部分を追加実験し、
考察できる。 

・実験して得られた内容をレポートに
分かりやすくまとめることができ
る。 

・実験の結果を考察できる。 
・考察した内容をもとに次回に向けて
実験計画を立てることができる。 

 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・仲間と協力して結論や方向性を導
くことができる。 

・期限内にレポートを提出できる。 

12 
実験結果

のまとめ 
実験結果をまとめ、考察を行う。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・研究結果をもとに、再度方向付けを行
い、不足している部分を追加実験し、
考察できる。 
 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・仲間と協力して結論や方向性を導
くことができる。 

・期限内にレポートを提出できる。 

１ 

 
発表会 

発表会の準備、練習を行う。 

発表会を行う。 

・実験や研究に必要な知識を調べ、応用
することができる。 

・発表に必要な理論や知識を応用して発
表に臨むことができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験や研究に必要な計画を作成し、妥
当性を検証したうえで実行すること
ができる。 

・研究結果をもとに、再度方向付けを行
い、不足している部分を追加実験し、
考察できる。 

・パワーポイントを用いてわかりやす
く発表することができる。 

・実験して得られた結果をレポートに
分かりやすくまとめることができ
る。 

 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・仲間と協力して結論や方向性を導
くことができる。 

・仲間と協力して発表することがで
きる。 

・質問に対して積極的に返答するこ
とができる。 

・期限内にレポートを提出できる。 

２ 

抄録作成 

まとめと

反省 

課題研究抄録集を完成する。 

班ごとに研究結果等について反省を

行う。 

・抄録作成に必要な知識を調べ、理解す
ることができる。 

・研究や実験に必要な知識をレポートに
まとめることができる。 

・実験で得られた内容をレポートに分
かりやすくまとめることができる。 

・実験の結果から、考察できる。 
 

・研究内容に関心を持ち、仲間と協
力して研究に取り組むことができ
る。 

・抄録を作成することができる 
・期限内にレポートや抄録を提出で
きる。 

 


